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自身のDHCPアドレスプールから貸し出し可能なアドレスを選択し、クライアント
側にDHCPOFFERでアドレス貸し出しの提案を送信します。
この際、IPアドレスのほかにサブネットマスク・デフォルトゲートウェイ・DNS
サーバアドレス等のDHCPオプション設定も同時に送信しています。
また同時にアドレス重複を防ぐために ICMPエコー要求やARPリクエストによっ
て、すでに利用されている IPアドレスではないことを確認をします。

③　DHCPREQUEST
DHCPクライアントがDHCPOFFERを受信すると、DHCPREQUESTをブロードキャ
ストの通信で IPアドレスを要求します。
ブロードキャストでアドレス要求をする理由は、ネットワーク内にその他の

DHCPサーバが存在する場合を考慮しているためで、アドレスを配布しなかった他
のDHCPサーバはブロードキャストの通信を受けてOFFER済みの IPアドレスを配
布しない用に登録します。

④　 DHCPACK
DHCPクライアントからのDHCPREQUESTを受け取ったDHCPサーバはDHCPACK
によって正式に IPアドレスとDHCPオプション設定を配布し、DHCPACKを受けとっ
たクライアントは受け取った IPアドレスが重複していないかをARPリクエスト等
を利用してチェックします。
このチェックが終了してDHCPクライアントに IPアドレスが登録されTCP/IPの
通信が可能になります。




